

Windows 2000 の 

セットアップ 




Express サーバをラックへ設置し、ケーブル類を接続して、電源を ON にすることができる状態になるまで 
の手順とを意事項を説明します。 


セットアップを始める前に(一40ページ） . Windows 2000のセットアップを始める前に 

セットアップの手順について磕認してください。 

カスタムインストールモデルのセットアップト42ぺージカスタムインス I ルモデルで、初めて電源を 

ON にしてから始めるセットアップ手順について 
説明します。 

シームレスセットアップ(一44ページ） . Express 5800シリーズ専用の Windows 2000自 

動インストールツールを使ったインストール方ま 
について説明します。 
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セットアップを始める前に 

セツトアップの順唐と参照するページを説明します。セツトアップは八ードウエアから始めます。 


M-O ビルド.トゥ-才ーダにて Windows 
2000インス I ルを指定した場合 
は、 Express ヴーバ本体に Windows 
2000のプ□ダクトキーび記載された 
ID ラベルび貼りつけ5れています。 
Windows 2000のセットアップや再 
インス I -ール時に必ず必要な情報で 
す。剔びしたりミちしたりしないようま 
意してください。ちし剔びれたりミちれ 
たりして見えなくなった場合はお買い 
求めの販売店または保守サービス会社 
に連絡してください。あ5かじめプロ 
ダクトキーの番号をメモし、他の添付 
品といっしよにメモを保管されること 
をお勧めしまず。 


/ 

Windows 2000 Advanced Server 



f Product Key: ， 

AAAAA-BBBBB-CCCCC-DDDDD-EEEEE 

111111111111111111111111111111111111 

\ 00000 -000-000-00 日 ノ 




次の順唐で八ードウエアをセットアップします。 

1 . ラックを設置する。（ラックに添付の説明書またはオンラインドキュメントを参照） 

2. 別途購入したオプションを取り付ける。（一7章） 

•L 励 

Windows 2000をお使ぃの環境で、 DIMM を増設した場合は「ぺージングファイルサイズ」を設を 
し直してくださし、 （55 ぺージを参照）。 

3. Express サーバをラック(こ取りがける。（一2章） 

4. ディスプレイ装置やマウス、キーボードなどの周辺装置を Express サーバに接続する。い2章） 
已.添付の電源コードを Express サーバと電源コンセント(こ接続する。（一2章） 

巨. Express サーバの構成やシステムの用途(こ応じて BIOS の設定を変更する。 

6己ページに示す設定例を参考にしてください。 



使用する OS に合わせて正しく設定してください。 BIOS のパラメータには、プラグ-アンド- 
プレイをサポートずるかどうかなどの項目もありまず。また、日付や時間び正しく設定されて 
いるか必ず確認してください。 
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システムのセツトアツ 


八ードウエアのセットアップを完了したら、お使いになるオペレーティングシステムじ合わ 
せて後述の説明を参照してください。再インストールの際にも参照してください。 



八ードウエアのセツトアップ 2章 



障害処理のためのセット 
アップ 

己己ぺージ 

♦ 

BIOS 情報のバックアップ 
(RAS ユーテイリテイ） 

119ぺージ 

♦ 


セットアップ完了 
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カスタムインストールモデルのセット 



r ビルド•トゥ-才ーダー」じて r カスタムインストール」を指をして購入された Express サーバの八ードディ 
スクは、お客様がすぐに使えるようじパーティションの設をから、 0 S 、 Express サーバが提供するソフト 
ウェアがすべてインス I '''ールされています。 

^ ここで説明する手順は、「カスタムインストール」を指定して購入された Express サーバで初 

めて電源を ON にするときのセットアップの方法(こついて説明しています。再セットアップ 

- をする場合や、その他の出荷状態のセットアップをする場合は、「シームレスセットアップ」 

を参照して < ださい。 


セットアップをはじめる前に -購入時のが態について- 


セットアップを始める前に次の点について磕認してください。 


Express サーバの八ードウエア構成(八ードディ 
スクのパーティシヨンサイズも含む）や八ード 
ディスクにインス I -ールされているソフトウエア 
の構成は、購入前のお客様によるオーダー（ビル 
ド.トゥ.オーダー）によって異なります。 

も図は、標準的な Express サーバの八ードデイス 
クの構成について図解しています。 


空さエリア 

Microsoft Windows 
2000 

保守用パーティション 
ノ V — ドディスク （約1巨 MB ) 



セットアップの手順 


次の手順で Express サーバを起動して、セットアップをします。 

1. 周辺装置、 Express サーバの順(こ電源を ON にし、そのまま Windows を起動する。 
[Windows 2000 Server セットアップ]画面が表示されます。 

2 . [次へ]をクリックする。 

[使用許諾契約]画面が表示されます。 

3. [同意します](こチェックをして、[次へ]をクリックする。 

iU 降、使用者をやプ□ダクトキーなどの設定画面が次々と表示されます。 

4. 画面の指示(こ従って必要な設定をする。 

セツトアップの終了を知6せる画面が表示されます。 
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已.[完了]をクリックする。 

Express サーバが再起動します。 

目.再起動後、システムに□グオンする。 

7. 日3ページの手順12を参照して、ネットワークドライバの詳細設定をする。 


8 . 53ページの手順13を参照して、グラフィックスアクセラレータ用ドライバをインストールする。 


9. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、オプションに添 
付の説明書を参照してドライバをインストールする。 

10. 5日ページを参照して障害処理のためのセツトアップをする。 


11. 出荷時にインストール済みのソフトウエアの設定およびその確認をする。 

インストール済みのソフトウエアはお客様が購入時に指定したものがインストールされていま 
す。例として次のようなソフトウェアがあります。 



• ESMPRO/ServerAgent 

• エクスプレス通報サービス* 

• Global Array Manager Server * 

• Global Array Manager Client * 
• 自動クリーンアップツール* 

• Array RecoveryTool 


上記のソフトウエアで r *」 巧のあるものは、お客様でご使用になる環境に合った状態に設定または 
確認をしなければな6ないソフトウエアを示しています。5章を参照して使用環境に合った状態 
に設定してください。 



カスタムセットアップで出荷された場を、インス I ルされている Service Pack のパ’ージョ 
ンと、装置に添付されている Service Pack のパージョンび異なる場合びありまず。 

装置にインス I ルされている Service PacklU 降のパ’ージョンび添付されている場封ホ、装 
置に添付の 「Windows 2000 RURx 対応 (Service Pack x ) インス I -- ル手順書」を参照し 
てヴービスパックのインス I ルを行ってください。 

サービスパック情報に関しては、下記サイトより詳細情報をご確認ください。 
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[NEC Express 己800 8番街] http :// nec 8. com / 


12. EXPRESS 目 UILDER の RAS ユーティリティを使って BIOS 設定のバックアップをとる。 

t 又上でカスタムインス!'''ールで購入された本装置での初めてのセットアップは終了です。再 
セツトアップをする際は r シームレスセツトアップ」を使ってください。 
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シームレスセツトアップ 


EXPRESSBUILDER の「シームレスセットアップ」機能を使って Express サーバをセットアップします。 

r シームレスセットアップ」とは、ハードウェアの内部的な 
パラメータや状態の設定から OS(Windows 2000)、各種 
ユーティリティのインストールまでを添付の CD-ROM 
「 EXPRESS 目 UILDER 」 を使って切れ目なく（シームレスで） 

セットアップできる Express 5800シリーズ独自のセット 
アップ方まです。八ードディスクを購入時の状態と異なる 
パーティション設定で使用する場合や OS を再インストール 
する場合は、シームレスセットアップを使用してくださ 
い。煩雑なセットアップをこの機能が代わって行います。 

シームレスセットアップは、セットアップを開始する前に 
セットアップに必要な情報を編集しフ□、ソピーディスクじ 
保存し、セットアップの際にその情報を逐一読み化して自 
動的に一連のセットアップを進めるというものです。この 
とき使用されるフ□、ソピーディスクのことを r セットアップ 
パラメータ FD 」 と呼びます。 

jl ： • 「セットアップパラメータ FD 」 とはシームレスセットアップの途中で設を•選択する情 
U^TFl 報が保存されたセットアップ用ディスクのことです。 

シームレスセットアップは、この情報を元にしてすべてのセットアップを自動で行いま 
す。この間は、 Express サーバのそばにいて設をの状況を確認する必要はありません。 
また、再インストールのときに前回使用したセットアップパラメータ FD を使用すると、 
前回と同じ状態に Express サーバをセットアップすることができます。 

• セッ ト アップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER パッケージの中のブランクディスク 
をご利用ください。 

• セットアップパラメータ FD は EXPRESSBUILDER にある「 Express 円 cnic ®」 を使って事 
前に作成しておくことができます。 

事前に「セットアップパラメータ FD 」 を作成しておくと、シームレスセットアップの間 
に入力や還がしなければならない項目を省略することができます。（セットアップパラ 
メータ FD にあるセットアップ情報は、シームレスセットアップの途中で作成•修正す 
ることもできます）。 Express サーバのイ也に Windows 95/98/ Me、Windows NT 3.51 じ(降 
または Windows XP / 2000で動作しているコンピュータがお手元にある場合は、 
ExpressPicnic を利用してあらかじめセットアップ情報を編集しておくことをお勧めし 
ます。 



ExpressPicnic を使ったセットアップパラメータ FD の作成方まについては、5章で説明 
しています。 
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OS のインス I ルにごいて 


0 S のインス I -ールを始める前にここで説明するを意事項をよく読んでください。 


本装置がサポートしている 0 S について 

本装置がサポートしている 0 S は Microsoft ® Windows ® 2000 Advanced Server 日本語版 
似降 、 「Windows 2000」と呼ぶ)です。 

その他の 0 S をインス I -ールするときはお買い求めの販売店または保守サービス会社にお間 
い合わせください。 


オプションの大容量記憶装置ドライバをインストールする場合 



オプションの大容量記憶装置ドライバをインス I -ールする場合は、128ページの r オプショ n 

ンの大容量記憶装置ドライバのインストール」を参照して、セットアップ情報ファイルを作 
成してください。 1 

_ 〇 

巨 IOS の設定について 養 

ro 

Windows 2000をインス I ルする前に八ードウェアの BIOS 設定などを磕認してくださ 〇 

い。巨 I 0 S の設定には 、 Windows 2000から採用された新しい機能ヴラグ•アンド-プレイ を 

や US 巨インタフェースへの対応など)に関する設定項目があります。4章を参照して設定して 
ください。 卜 

ア 

- ツ 

Windows 20001こつし、て プ 


Windows 2000は、シームレスセットアップでインストールできます。ただし 、次の点じ 
ついてを意してください。 

M-O • インス!ルを始める前にオプションの増設や Express サーバ本体のセットアップ 
( BIOS やオプションボードの設定)をすベて完了させてください。 

• NEC び提供している別売のソフトウェアパッケージにも、インス!ルに関する説明 
書び添付されていまずび、本装置へのインストールについては、本書の説明を参照して 
<ださい。 

• シームレスセットアップを完了した後に己已ぺージを参照して r メモリダンプの設定」な 
どの障害処理のための設定をしてください。 


ミラー化されているボリユームへのインスI"ールについて 

[ディスクの管理]を使用してミラー化されているボリュームにインストールする場合は、イ 
ンストールの実行前にミラー化を無効にして、ベーシックディスクに戾し、インストール完 
了後に再度ミラー化してください。 

ミラーボリュームの作成あるいはミラーボリュームの解除および削除は[コンピュータの管 
理]内の[ディスクの管理]から行えます。 
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MO 装置の接続について 

Windows 2000をインストールするときじ MO 装置を接続したまま作業を行うと、インス 
I -ールに失敗することがあります。 MO 装置を外してインストールを最初からやり直してく 
ださい。 

A - ドディスクの接続について 

OS をインス I -ールしない八ードディスクは、 OS をインストール後に接続してください。 

ディスクアレイコント□ーラボードが搭載されている場合について 

• シームレスセットアップをする前に、ディスクアレイ目 IOS セットアップユーティリティ 
を起動してアレイディスクの構成を設定しておいてください。アレイディスク構成の詳 
細な説明については、オプションじ添付の説明書を参照してください。 

• LAN コンソールリダイレクション機能は、シームレスセットアップを行う前に必ず無効 
にしてください。使用したい場合は、シームレスセットアップ終了後に有効にしてくだ 
ぎい。 


作成ずるパーテイシヨンサイズについて 


システムをインストールするパーティションの必要最ル限のサイズは、次の計算式から求め 
ることができます。 

10001 VB +ページングファイルサイズ+ダンプファイルサイズ 

1000 MB =インストールに必要なサイズ 

ページングファイルサイズけ隹奨）二搭載メモリサイズ X 1.5 
ダンプファイルサイズ ニ搭載メモリサイズ+ 12 M 巨 

M-O • 上記ページングファイルサイズはデバッグ情報(メモリダンプ)採取のために必要なサイ 
ズです。ページングファイルサイズの初期サイズを r 推奨」値未満に設定ずると正確なデ 
バッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場合びあります。 

• 1つのパーティションに設定できるぺージングファイルサイズは最大で409己 MB で 
ず。搭載メモリサイズ XI . 5倍のサイズび409己 MB を超える場合は、409已 MB で設 
定してください。 

• 搭載メモリサイズび2 G Biy 上の場台のダンプファイルサイズの最大は、 
「2048 MB +12 MB 」 です。 


例えば、搭載メモリサイズが 512 M 巨の場合、必要最ル限のパーティションサイズは、前述 
の計算方法から 


1000 M 巨 + (512 MB X 1.5) + (512 MB + 12 M 目）二 2292 MB 


となります。 

シームレスセットアップでインストールする場合、必、要最小限のパーティシヨンサイズは必 
rE^TFI 下のように計算してくださし、。 

• Windows 2000 Service Pack を適用しない場合 

「前述の必要最小限のパーティシヨンサイズ」もしくはに000 MB」 のうち、どちらか大き 
い方 

• Windows 2000 Service Pack を適用する場合 

「前述の必要最小限のパーティシヨンサイズ+ 850MB」 もしくは r4095MB」 のうち、ど 
ちらか大きい方 
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ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクへの再インス I ^ールについて 

ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクの既存のパーティションを残し 
たままでの再インストールはできません。 

既存のパーティションを残したい場合は、 CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 じ格納されてし^ 
るオンラインドキュメント 「Microsoft Windows 2000 Advanced Server インストレーシヨ 
ンサプリメントガイド」を参照して再インストールしてください。 

インストレーシヨンサプリメントガイドにもダイナミックディスクへのインストールじ関す 
るを意事項が記載されています。 


ディスク構成について （「MAINTE P 」 と表示されている領域について) 


ディスク領域に、 「 MAINTE _ P 」 と表示された領域が存在する場合があります。 




riVlAINTE—P 」 3 

構成情報やユーティリティを保存 ^ 

するための保守用パーティション 5= 

です。削除しないでください。 Q . 


の 

ro 
〇 
〇 
〇 
の 
セ 

ツ 

Service Pack の適用について 

Express 5800シリーズでは 、 Service Pack を適用することができます。本装置に添付され マッ 
ている Service PackW 降の Service Pack を使用する場合は、下記サイトより詳細情報を磕 プ 
かめた上で使用してください。 

[NEC 8番街] http :// nec 8. com / 

その他 

装置に 「Windows 2000 RUR 2 対応 (Service Pack 2) 差分 FD 」 および 「Windows 2000 
RUR 2 対応 (Service Pack 2) インス I -- ル手順書」が添付されている場合がありますが、本 
差分 FD および手順書はご使用じならないでください。破棄するか、装置に添がされている 
他の媒体と異なった場所に保管してください。万一、ご使用になられてち次のようなメッ 
セージが表示され、セツトアップは続行できません。 


セットアップメッセージ 

この Windows RUR は、この装置には対応していません。 
ご使用の装置を確認して<ださい。 
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E 


ットアップの 3 


シームレスセツ トアップで行う セツ トアップの流れを図に示します。 



■戻る M を意事項、制限事項の記載を読む 


確認 


■ No ™ インストールち法を選択する 


Yes 


フ □ツ ピーディスクを セツ トずる 


確認 




再起動後、インストール終了) 


J :入力や選択び必要な作業 
] :自動的に作業び進む内容 


ディスクアレイコント□-ラび搭載されていて、セットアップパラメータ FD の作成時に 「 RAID 新規作成」 
にチェックをした場含のみ。 

《2 0 S の選択で[その他]を選択したときはここで終了ずる。 
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セットアップの手 I 頃 


次にシームレスセットアップを使ったセットアップの手順を説明します。 

セットアップパラメータ FD を準備してください。事前に設をしたセットアップパラメータ 
FD がない場合でもインストールはできますが、その場合でも MS-DOS 1.44 M 目フォーマッ 
卜済みのフ □、ソ ピーディスクが1枚必要となります。セットアップパラメータ FD は 
EXPRESS 巨 UILDER パ、ソケージの中のブランクディスクを使用するか、お客様でフ□、ソピー 
ディスクを1枚用意してください。 


两"〇 • システムの構成を変更した場台は r システムのアップデート」を行ってください。 

胃 d 参 Windows 2000の起動後にグラフ ィ ックスアクセラレータドライバやネットワークア 
ダプタなどのドライバの変更、または追加する場台は、オンラインドキュメントの 
「Microsoft Windows 2000 Advanced Server インストレーシヨンサプリメント 
ガイド」を参照してください。 

• BIOS の Hyper-Threading Technolo 呂 y 機能の設定び [ Enabled ] だとインストール 
に失敗ずる場台びあります。インス I ルを行う前に BIOS Setup ユーティリティを 
起動し 、 「Advanced Setup 」一 |"CPU Options 」 の順でメニューを選択し、 fHyper - 
Threadin 呂 Technolo 呂 y 」 の設定を [ Disabled ] に設定してくだ’さし、。なお、 
Windows 2000をインストール後、 Hyper-Threading Technolo 呂 y 機能を有効に 
したい場合は 、 Service Pack 21^降を適用する必要があります。 


1 . 周辺装置、 Express サーバの順に電源を ON にする。 

2. Express サーノ\の CD - ROM ドライブ、に CD - ROM 「 EXPRESS 目 UILDER 」 をセツトする。 

3. CD - ROM をセツトした6、リセ、ソトするレ Ctrl > + < Alt > + < Delete > キーを押す）か、電源を 
OFF / ON して Express サーバを再起動する。 



3 

g 

ミ 

〇 

の 

ro 

〇 

〇 

〇 

の 

セ 

ツ 

卜 

ア 

ツ 

プ 


CD - ROM か6システムが立ち上がり、 EXPRESS 目 UILDER が起動します。 



己.「セットアップパラメータ FD 」 をフ □、ソ ピーディスクドライブ(こセットし、[確認]をクリックす 

る。 

• 「セットアップパラメータ FD 」 をお持ちでない場合でも、 1.44 MB のフォーマット済みフ 
□、ソピーディスク（ブランクディスク）をフ□、ソピーディスクドライブにセットし、[確認] 
をクリックしてください。 

• セツトしたセツトアップパラメータ FD は指示があるまで取り化さないでください。 
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[設定済のセットアップパラメータ FD をセットした場合] 

セツトした r セツト アップ パラメータ FD 」 内のセツト アップ 情報ファイルが表示されます。 


①インストールに使用するセットアップ情報ファイル 
さ)を選択する。 

選択されたセ、ソトアップ情報ファイルに修正でき 
ないような間題がある場合（たとえば 
ExpressPicnic Ver .3 J :> (前で作成される 「 Picnic - 
FD 」 をセットしているときなど）、再度 r セットアッ 
プパラメータ FD 」 のセットを要求するメッセージが 
表示されます。セットしたフ□、ソピーディスクを 
確認してください。 



セットアップ情報ファイルを指定すると、「セットアップ情報ファイルのパラメータの確認、 
修正を行いますか」というメッセージが表示されます。 

③確認する場合は[確認]を、確認せず(こそのままインストールを巧う場合は、[スキッ 7] をクリツ 
クする。 


随飄をクリ、ソクー手順8へ進む 
[スキッ 7] をクリ、ソクー手順9へ進む 


[ブランクディスクをセットした場合] 

①[ファイル名: ( A )] の下にあるボックス部分をクリック 
するか、 < A > キーを押す。 

入カボックスが表示されます。 

③ファイルをを入力する。 

[オペレーティングシステムインストールメニュー] 
が表示されます。リストじは、装置がサポートして 
いる 0 S が表示されます。 



③リストボックスか6インストールす 
る [Windows 2000] を選択する。 


Express 已800シリーズ EXPRESS 日 UILDER Ver 3. xxx-x Copyri 邑 ht に ） NEC Corporation 2002 


[ オペレーテイングシステムインス I ルメニュ ー 



[作業手順] 

一か防： yj 情報の入力/確認 
テ’'ィスクアレイ]ンフィグレーンヨン 
各種 > ティリティのインスト ル 
システム]ンフベ’、レーンヨン 
，トティシヨンの 作成 
"。- ティシヨンの丸-マット 
NEC モシ“; H レの:1ピ- 
0 S CD - ROM の： r - 
自動セット卿7の開始 


目. 0 S のインストール中に設定する内容を確 
認する。 

Express サーバ本体にディスクアレイコ 
ント□ーラボードが搭載されている場合 
は、[アレイディスクの設定]画面が表示 
されます。 「 RAID の作成」が r 既を RAID を 
使用する」(こ設定されていることを確認 
し、[次へ]をクリックしてください。 


[ながイス拥設定] My 心テ"イスれ V 扣ントロづ 


W ィ巧の設定 

_ 1 1する 

1 

RAID の巧が 

1巧な RAID を巧用する 

1 

巧続ドィ巧の卜-如数 


1 

的惟俯がるドけ煤交 


1 

がックをながする RAID 


1 

ライト t ート、'の画疑 


1 

ライト S - K の繼負 


1 


1 再 if? 込 1 1 ホへ 

1 1、の。1 
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次に、 [ NEC 基本情報]画面が表示されま 
す。設定内容を確認し、必要な6修正を 
行ってか6 [次へ]をクリックしてくださ 
い(画面中の r 対象マシン」は機種(こよって 
表示が異なります。） 

降、画面に表示される[次へ]、[戻る]、 
[ヘルフ° ] をクリックして設定を確認しなが 
6画面を進めて<ださい。設定内容は必 
要に応じて修正してください。 


<表示例> 




• 0 S をインストールずるパーティションは、必要最小限 m 上のサイズで確保してください。 

• r パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用する」を選択すると、最初のパー 

ティション(保守用パーティションを除く）の情報はフオーマツトされ、すべてなくなりま 
ず。それ m がのノくーティションの情報は保持されまず。下図は、保守用ノ\:—ティションび用 
意されている場合に情報び削除されるパーティションを示していまず。 3 


第 1 パーテイシヨン 

<保守用 パーテイシヨン> 

第 2 パーテイシヨン 

第 3 パーテイシヨン 

第 4 ノ くーテイシヨン 

保持 

削除 

保持 

保持 


• ダイナミックディスクへアップグレードした八ードディスクの既存のパーティションを残し 
たまま再インストールすることはでをません (47 ページ参照)。「パーティションの使用方 
法」で r 既存パーティションを使用する」を選択しないでください。 

• 「パーティションの使用方法」で r 新規に作成する」を選択したとき、「パーティション」の設 
定値は実領域似上の値を指定しないでください。 

• 「パーティション」に2000 MBiy がを指定した場合は NTFS へのコンパ’ートび必要でず。 

• 「パーティションの使用方法」で r 既存パーティションを使用する」を選択したとき、流用ず 
るノくーティション m が(保守領域を除く）にノくーティションび存在しなかった場合、そのディ 
スクの最大領域を確保して Windows 2000をインス I ルします。 

• 設定内容に不正びある場合は、次の画面には進めません。 
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• 前画面での設定内容との関係でエラーとなり、前画面に戻って修正し直さなければな5ない 
場合もあります。 


• セットアップの途中で 、 Windows 2000をインス!ルするパーティシヨンを設定ずる 
画面び表示されます。このとき表示される先頭にある 16 MB の領域は、 Express 己800シ 
リーズ特有の構成情報や専用のユーティリティを保存ずるために使用されるノ くーティシヨン 
です。この領域の削除は推奨しませんび、1目1\/16の領域を確保させたくない場合は、マ 
ニユアルセツトアップでインス!ルを行ってください。シームレスセツトアップでは削除 
でをません。 


•L 回 

• [NEC 基本情報]画面にある[再読込]をクリックすると、セットアップ情報ファイルの還択 
画面に戻ります。[再読込]は、 [NEC 基本情報]画面にのみあります。 

• [コンピユータのお害り]画面にある[終了]をクリックすると、その後の設をはシームレスセッ 
トアップの既を値を自動的に選ネ尺して、インストールを行います。 

設定を完了すると自動的(こ再起動します。 
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7. オプションの大容量記憶装置ドライバの 
モジュールをコピーする。 

オプションの大容量記憶装置ドライバを 
インストールする場合は、大容量記憶装 
置に添付されているフ□、ソピーディスク 
をフ□、ソピーディスクドライブにセット 
し、メッセージに従って操作してくださ 
い。 


8 . 追加するアプリケーションをインストー 
ルする。 

シームレスセットアップ(こ対応している 
アプリケーションを追加でインストール 
する場合は、メッセージが表示されま 
す。 

9. メッセージに従って CD - ROMrEXPRESS 目 ULDER 」 とセットアップパラメータ FD を CD - ROM ド 
ライブとフ□、ソピーディスクドライブか6取り化し 、 Windows 2000 CD - ROM を CD - ROM ドラ 
イブにセットする。 

[ソフトウけ使用許諾契約]画面が表示されます。 

10. よく読んでか6、同意する場合は、[同意 
します]をクリックするか、 < F 8> キーを 
押す。同意しない場合は、[同意しませ 
ん]をクリックするか、 < F 3> キーを押 
す。 

W-OIM 

同意しないと、セットアップは終了 
し 、 Windows 2000はインス I ル 
されません。 


11. NEC 基本情報で「サービスパックの適用」を[する]じした場合は、次の操作をする。 

①メッセージに従ってセットアップパラメータ FD をフ □、ソ ピーディスクドライブか6取り出 
し 、 Windows 2000 CD - ROM を CD - ROM ドライブか6取り化す。 

③メッセージに従って Windows 2000 Service Pack 11 U 降の CD - ROM を CD - ROM ドライブ(こ 

セットする。 

Windows 2000と指定したアプリケーシヨンは自動的にインストールされ、システムに□グオン 
します。 



r 大容量記憶装置用 OEM-FD」 をフ□ッピーディスク 
ドライブに挿入してください。 


I pkI I 搭了 I 


追加ずるアプ U ケーシヨンのインスIル 
媒体を CD-ROM またはフ□ッピーデイスク 
ドライブに挿入して<ださい。 


I OK I 「終了 I 
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12. ネットワークドライバの詳細設定をする。 

標準装備のネットワークドライバは、自動的(こインストールされますが、転送速度と Duplex モー 
ドの設定が必要です。 

①スタートメニューか6 [設定]をポイントし[コント□-ルパネル]をクリックする。 

③[コント□-ルパネル]ウィンドウで、[ネットワークとダイヤルアップ接続]アイコンをダブ 
ルクリックする。 

③ [デバイスさ ) (Broadcom NexTreme Gigabit Ethernet )] の [□— カルエリア接続]をダブルク 
リックする。 

[□一カルエリア接続のプ□パティ]ウィンドウが表示されます。 

④ [構成]をクリックする。 

[Broadcom NetXtreme Gigabit Ethernet のプ□パティ]ウィンドウが表示されます。 

⑥[詳細設定]タブをクリックし 、 [Speeds Duplex ] の値を HU 目の設定と同じ值(こ設定する。 

また、必要に応じてプ□トコルやサービスの追加/削除をしてください。[ネットワークとダイヤ 
ルアップ接続]か6□—カルエリア接続のプ□パティダイア□グボックスを表示させて行います。 

•L 励 

サービスの追加にて、[ネットワーク モニタ] を追加することをお勧めします。[ネットワーク 
モニタ] は、[ネットワーク モニタ] をインストールした コン ピュ ータ が送受信するフ レーム （ま 
たはパケット）を監視することができます。ネットワーク障害の解がなどに有効なツールです。 
インストールの手順は、この後の「障害処理のためのセットアップ」を参照してください。 

13. 標準で装備されているグラフィ、ソクスアクセラレータ用ドライバをアップデートする。 

オプションのグラフィックスアクセラレータボードを使用する場合は、そのボードに添がされて 
いる説明書に従ってドライバをインストールしてください。 

の CD - ROMrEXPRESS 目 ULDER 」 を CD - ROM ドライブ、にセットする。 

③スタートメニューか6[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

③ [画面]アイコンをダブルクリックする。 

④ [設定]タブをクリックし、[詳細]をクリックする。 

⑥[アダプタ]タブをクリックし、[プ□パティ]をクリックする。 

(6) [ドライバ]タブをクリックし、[ドライバの更新]をクリックする。 

デバイスドライバのアップグレードウィザードが起動します。 

(7) [次へ]をクリックする。 

⑩[このデバイスの既知のドライバを表示して、その一覧か6選択する]をチェックして、[次 
へ] をクリ 、ソク する。 

(9) 「デバイスドライバの選択」で[ディスク使用]をクリックする。 

⑩製造元のファイルの〕ピー元に [ CD - ROM のドライブさ): ¥ WINNT ¥ VDE 0¥ W 2 K ] を入力し、 
[0 K ] をクリックする。 

「デバイスドライバの選択」(こ rS 3 Graphics Inc . Savage 4」 が表示されます。 

( Q ) [次へ]をクリックする。 






⑩「デジタル署をが見つかりませんでした。インストールを続行しますか？」のメッセージが表 
示される場合には、[はい]を選択する。 

「デバイスドライノ \のアップグレードウィザードの完了」メッセージが表示されます。 

⑩[完了]をクリックする。 

(0) プ□パティの[閉じる]をクリックし、メッセージに従ってシステムを再起動する。 

14. オプションのデバイスでドライバをインストールしていないものがある場合は、オプション(こ添 
がの説明書を参照してドライバをインストールする。 

15. 次ページの r 障害処理のためのセットアップ」を参照してセットアップをする。 

16. EXPRESSBULDER の RAS ユーティリティを使って BIOS 設定のバックアップをとる。 

上でシームレスセツトアップを使ったセツトアップは完了です。 
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障害処理のためのセツトアツ 


障害が起きたとき、より早く、磕実に障害から復旧できるように、あらかじめ次のような 
セットアップをしておいてください。 

メモリダンプ(デバッグ情報)の設定 

Express サーバ内のメモリダンプ（デバッグ情報）を採取するための設定です。 


M-O メモリダンプのま意 

胃 d ♦ メモリ ダンプの採取は保守 ヴービス 会社の保守員び行いまず。お客様は メモリ ダンプの 
設定のみを巧ってください。 

• ここで示す設定後、障害び発生し、メモリダンプを保存ずるために再起動ずると、起動 
時に仮想メモリび不足していることを示すメッセージび表示される場合びありますび、 
そのまま起動してください。起動し直ずと、メモリダンプを正しく保存できない場合が 
あります。 


次の手順に従って設定します。 

1. スタートメニューの[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 
[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 


[システムのプ□パティ]ダイア□グボックスが表示されます。 


2. [システム]アイコンをダブルクリックする。 


3. [詳細]タブをクリックする。 

4. [起動/回復]をクリックする。 
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己.テキストボックスにデバッグ情報を書き 
む場所を入力する。 

< D ドライブ(こ 「 MEMORY . DMP 」という 
ファイルをで書き} A む場合> 


D :¥ MEMORY.DMP 


W-OIM 

• デバッグ情報の書き込みは[カーネルメモリダンプ]を指定することを推奨します。 

• Express ヴーバに搭載しているメモリ容量 +12 MBiy 上の空き容量のあるドライブを指定 
して < ださい。 

• メモリを増設した場合は、採取されるデバッグ情報(メモリダンプ)のサイズび変わります。 
デバッグ情報(メモリダンプ)の書き込み先の空き容量の確認を行ってください。なお、搭 
載メモリサイズび 2 GBiy 上の場合のダンプファイルサイズの最大は2048 MB となりま 
ず。空き容量は [2048 MB +12 MB 」 を目まにしてください。 


巨. [パフォーマンスオプション]をクリ、ソクする。 

7. [仮想メモリ]ダイア □ グボ ックスの [変更]をクリックする。 

8 . [選択したドライブのページングファイルサイズ]ボックスの[初期サイズ]を[推奨]値]:>(上(こ変更 
し、[設定]をクリックする。 

w-Oi^ 

• 必ず os パーティションに上記のサイズで作成してください。ぺージングファイルの[初期 
サイスを r 推奨」値未満に設定すると正確なデバッグ情報(メモリダンプ)を採取できない場 
合があります。 

• 「推奨」値については、 r 作成ずるパーティションサイズについて (4 巨ぺージ)」を参照してく 
ださい。 

• 障害発生時に備えて、事前にダンプスイッチを巧し、正常にダンプび採取できることの確認 
を行うことをお勧めします。 

• メモリを増設した際は、メモリサイズに合わせてページングファイルの再設定を行ってくだ 
さい。 


9. [0 K ] をクリックする。 

設定の変更内容によってはシステムを再起動するようメッセージが表示されます。メッセージに 
従って再起動して<ださい。 
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ダンプシンボルテーブル 
すべてのスレツドコンテキストをダンプ 
既をの□グファイル(こ追加 
クラッシュダンプファイルの作成 


それぞれの機能の説明についてはオンラインヘルプを参照してください。 
6 . [0 K ] をクリックする。 


ワトソン博±の設定 

Windows 2000ワトソン博±はアプリケーシヨンエラー用のデバッガです。アプリケーシヨ 
ンエラーを橫化すると Express サーバを診断し、診断情報（□グ ） を記録します。診断情報を 
探取できるよう次の手順に従って設をしてください。 

1. スタートメニューの[ファイルをを指定して実行]をクリ、ソクする。 

2. [さ)前]ボックスに rdrwtsn 32. exe 」 と人力 
し、 [ OK ] をクリックする。 

[Windows 200〇ワトソン博±]ダイア □ 

グボックスが表示されます。 


3. [□グファイルパス]ボックスに診断情報 
の保を先を指定する。 

rDRWTSN 32. LOG 」 というファイルさ)で 
保存されます。 

I チェック I 

ネットワークパスは指定できません。 

□—カルコンピュータ上のパスを指定 
してください。 

4. [クラッシュダンプ]ボックスにクラ、 ソ 
シュダンプファイルの保存先を指定す 

る。 

回 

「クラッシュダンプファイル」は 
Windows Debugger で読むことができ 
るバイナリファイルです。 

已.[オプション]ボックス(こある次のチェックボックスをオン(こする。 


ファイル: るを 指定して実け 


至:] 


!!機 


过ぶ] 

I ケーンヨンる、または開きたいフオルタ’やドキュ於卜 


•乃锅 A 刑ぶ街 U 


をお ( Q ): drwtsn 32. exe | 


二 J 


キサンセル J を股(断. 


ブ : Windows 2000ワトソン巧十 



てくス (L): |s¥AII Users¥ Docu ments¥ Dr Watson 
バ (P )： [C：¥ Docu men ゎ and Sett ings¥AII Us 


WAVE ファ乃 
インストラクションの数の： 
巧巧するエラ-数(曲 


no 

ITT 


w すべてのスレッドコンテキストる t シプ(か 
W 巧巧の□ヴファイルむ i 加の I 
厂プ化-ジボックスによる斌册 I 
厂音じよる巧かを） 

戸クラッシュ巧ンプファイルの巧 J 


き股(旦) 

き股り )… J 
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ネットワークモニタのインス I -ール 

ネットワークモニタを使用することにより、ネットワーク障害の調査や対処に役立てること 
ができます。ネットワークモニタを使用するためには、インス!'''ール後、システムの再起動 
を行う必要がありますので、障害が発生する前にインス I -ールしておくことをお勧めしま 
す。 

1. スタートメニューか6[設定]をポイントし、[コント□-ルパネル]をクリックする。 

[コント□ールパネル]ダイア□グボックスが表示されます。 

2 . [アプリケーシヨンの追加と削除]アイコンをダブルクリックする。 

[アプリケーシヨンの追加と削除]ダイア □ グボ、ソクスが表示されます。 

3. [ Windows コンポーネントの追加と削除]をクリックする。 

[ Windows コンポーネントウィザード]ダイア□グボックスが表示されます。 

4. コンポーネントの[管理とモニタツール]チェックボックスをオン(こして[次へ]をクリックする。 

己.ディスクの挿入を求めるメッセージが表示された場合は 、 Windows 2000 CD - ROM を CD-ROM 
ドライブにセットして [ OK ] をクリックする。 

目. [ Windows コンポーネントウィザー鬥ダイア□グボックスの[完了]をクリックする。 

7. [アプリケーシヨンの追加と削除]ダイア□グボックスの[閉じる]をクリックする。 

8 . [コント□-ルパネル]ダイア□グボックスを閉じる。 

ネ 、ソ トワークモニタは、スタートメニューから口□グラム]一憎理ツール]をポイントし、 
[ネットワークモニタ]をクリックすることにより、起動することができます。 

操作の説明については、オンラインヘルプを参照してください。 
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管理ユーテイリテイのインストール 


管理ユーテイリテイには、添付の CD - ROMrEXPRESSBULDER 」 にバンドルされているソ 
フトウェアとビルド•トウ•オーダーで添がされるオプションソフトウェアがあります。 


添付の CD - ROMrEXPRESS 巨 UILDER 」 には、本装置監視用の^ ESMPRO / Se 「 ve 「 Agent 」お 
よび Express サーバ-ワークステーシヨン管理用の忙31\/1ド1^0/56「ソ6「1\/1911396「」などが収録 
されています。 ESMPRO / ServerAgent は、シームレスセットアップで自動的じインス!一 
ルすることができます。 

[スタート]メニューの[プ□グラム]やコント□-ルパネルにインス I ルしたユーティリ 
ティのフォルダがあることを磕認してください。シームレスセットアップの設定でインス 
I -- ルしなかった場合は、第5章の 「 EXPRESSBUILDER 」 を参照して個別にインス I -- ルし 
てください。 




[ヒント I 


ユーティリティには、ネットワーク上の管理 PC にインストールするものもあります。詳し 
くは第5章の 「 EXPRESSBUILDER 」 を参貝負してください。 


システムのアップデート - Service Pack の適用- 


システムのアップデートは次のような場合に行います。 
• システム構成を変更した場合 
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• 修復プ□セスを使用してシステムを修復した場合 


管理者権限のあるアカウント （ Administrator など） 
で、システムに□グインした後、 CD-ROM 
「EXPRESS 目 UILDER 」 を Express サーバの CD-ROM 
ドライブにセットしてください。 

表 W された画面「マスターコント □ ールメニュー」の 
[ソフトウェアのセットアップ]を左クリックし、メ 
ニューから[システムのアップデート]をクリックする 
と起動します。 W 降は画面に表示されるメッセージに 
従って処理を進め 、 Service Pack を適用してくださ 
い。 


〇オンラインドキユタン!^ 


EXPRESSBU1LDER 


Express 5800 Series 


Master Control Menu 
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